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男女平等参画社会の実現に向けた要請 
 

貴職におかれましては、兵庫県政のさらなる発展と県民生活の向上、ならびに活力ある地域

社会の実現に向け、日々多大なるご尽力を賜っておりますことに、深く敬意を表します。 

 

さて、連合は「男女平等月間」にあたり、性別にかかわらず誰もが個性と能力を発揮し、互い

に支え合える「男女平等参画社会」の実現をめざす取り組みを全県下で展開しております。 

人口減少や少子高齢化が加速する中、多様な生き方や価値観を認め合う社会の土壌づく

りは、単なる福祉施策に留まらず、兵庫の未来を切り拓くための活力の源泉です。しかし、依然

として残る無意識の偏見（アンコンシャス・バイアス）や、仕事と生活の調和を阻む社会構造な

ど、解決すべき壁は依然として高く存在しています。 

 

兵庫県においても、選択的夫婦別氏制度の議論やパートナーシップ制度の普及、さらには防

災・復興の現場における女性参画の拡大など、先進的かつきめ細やかな施策が求められてい

ます。すべての県民が「兵庫で暮らし、働き続けたい」と実感できる社会を築くことは、私たちの

共通の願いです。 

 

一人ひとりが希望を持って歩める「輝く兵庫」の実現に向け、以下の項目について特段のご

配慮を賜りますよう、連合兵庫の総意として強く要請いたします。 

  



要請事項 

【重点項目】 

１．個人の尊厳と多様な生き方を尊重する「選択的夫婦別氏制度」の推進 

婚姻前の氏を名乗り続けられるかどうかは、個人の尊厳や人権に関わる重要な問題であ

ることから、選択的夫婦別氏制度の制度内容を周知すること。 

 

【一般項目】 

１．あらゆる分野におけるハラスメント防止と県民の安全確保 

カスタマー・ハラスメントをはじめ、あらゆるハラスメントを行ってはならないことについての

社会における機運醸成のため、関係機関と連携し、必要な啓発を積極的に行うとともに、防

止条例の制定を検討すること。また、雇用管理上の措置義務となるカスタマー・ハラスメント、

求職者等へのセクシュアル・ハラスメントの指針に則り、各自治体における方針等の明確化、

対処内容の明示、相談体制の整備などの対策を講じ、職員に周知すること。あわせて、首長

や議員から自治体職員へ対するハラスメントについても、対策を検討すること。 

 

２．防災・復興におけるジェンダー視点の反映と女性参画の拡大 

発災時において、女性や子どもの安全と避難所の良好な生活環境を確保するために、防

災・復旧、復興に関する意思決定の場への女性の参画を推進するとともに、防災の現場にお

ける女性の参画を拡大するなど、改正災害対策基本法の附帯決議や内閣府の「災害対応

力を強化する女性の視点～男女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～」、「避難

生活における良好な生活環境の確保に向けた取組指針」に沿った取り組みを平時から行う

こと。 

 

３．同性パートナーシップ制度の周知と性的指向・性自認への理解促進 

同性パートナーの人権を尊重し、事実婚と同程度の権利を保障するため、兵庫県における

同性パートナーシップ制度について広く周知すること。あわせて、制度およびＳＯＧＩの多様性

に対する住民の理解促進をはかり、性的指向・性自認の多様性に関する差別を禁止する条

例の制定を検討すること。 

以 上 


